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Byron’s　Alpine　Journal（1）
鈴木雅光
　1816年9月17日朝の7時頃’、バイロンは友人のホブハウス（John　Cam
Hobhouse）と、ジュネーブ近郊の町からニヨン、ウーシー、クラレンス、モ
ンボヴァンを通り、スイス中西部にあるベルン・アルプス（Bemese　Alps）（＝
ベルナー・オーバーランドBerner　Ober］　and）へ出かけた．
　二人はアルプスを旅行中、日記を付けていた、これがAlpine　Journalであ
る。このアルプス旅行は、9月17日から29日までの13日間にわたる小旅
行（excursion）であり、日記には、バイロン滞在の宿で有名なジュネーブ近
郊の町コロニー（Cologny）にあるディオダティ館を出て、ディオダティ館に
戻る直前までのことが記されている。
　A　lp　ine／ournalは、バイロンが日記の初めにLI　shall　keep　a　shoit　jounnal　of
each　day「s　progress．’（日々の成り行きを日記に簡潔に書こうと思う）あるい
は日記の終わりに‘Ihave　kept　this　record　of　what　I　have　seen＆felt．’（見た
もの感じたものを記録した）と述べているように、何時に起きて、どこを訪
ねて、誰にあって、何時に寝たというような日常生活の備忘録に、旅の見聞
録が付いたものであるが、随所に自然を観察する目に鋭いものがあるt／
　バイロンの日記は、自然をよく観察し描写が絵画的である，また歴史的な
人物や出来事にも触れていて、バイロンが史実に深い関心を寄せていたこと
が分かる。ホブハウスは詩人ではないので、バイロンのように絵画的な描写
はほとんどないが、見たままの感想を記し写実的な描写となっているuしか
し、ときにはバイロン以上に刻銘に描写している箇所も見受けられる（例え
ば、9月21日と22日の日記参照）．
　バイロンが‘a　range　of　scenes　beyond　a［l　description－or　previous　conception．’
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（筆舌に尽くしがたい一あるいはこれまでの概念では表せない光景　9月
22日）と記したようなこと、ボブハウスが‘we　admired　everything　as　we
advanced　into　these　secluded　regions’（人里離れた地域へ進むにつれて、我々
はあらゆるものに感嘆した　9月22日）と記したようなことは、200年経っ
た今でも、スイスの里山を旅すれば、二人とほぼ同じように体験することが
できる．
　その意昧で、このAlpi〃e　，lou〃・nalは、バイロンやシェリーが、ルソーの
「新エロイーズ』を携えてスイスを旅したように、我々がスイスアルプスを
巡るとき、携行してもよいガイドブック的性格を持っている．スイスの名峰
だけを駆け足で巡る一般の旅行者が、バイロンやシェリーの詩や日記を抱え
て、スイスを旅することはまずないだろうが、文学に少しでも関心のある者
にとっては、この日記を携えてスイスを訪れるのは、有意義なことである。
スイスの山岳という舞台設定のいわば「アルプス文学」を知るには、Alpine
／ou〃’naiは好個の資料を提供してくれるr
　この日記はバイロンの『アルプス滞在日記』として知られているが、
Peter　Cochranは二人の日記を編集している，バイロンは異母姉Augustaの
ために特別に書いたもの、ホブハウスは普段書いている日記である。日記の
目的は異なるが、二人の日記を比較対照して読めば、アルプスの風景の理解
がいっそう深まる。
　本稿では、二人の書いた日記の前半部分を読んでみたい，前半は9月17
日から22日の間で、ディオダティ館を出発してからシュタウブバッハの滝
の観察まで、後半は23日から29日の間で、ヴェンゲン登頂からディオダティ
館の近くに戻るまでである．なお前半と後半は、分量を考えて、筆者が便宜
的に分けたものである．
　二人はほぼ行動を同じにしているのであるから、当然目にしたことをどち
らも同じように書いているt．しかし観察眼の違いから描写が自然と異なって
いる．例えば、シュタウブバッハの滝の観察にそのことが見られる、またど
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ちらかしか書いていないこともある．このようなことを比較してみると、両
者の関心がどこにあるのかが分かる．また二人の人となりを知ることも可能
である，そしてAlpine　Journa／は、互いに補完して読むことにより「アルプ
ス文学1の理解をいっそう深めることができるのである．
　バイロンはEpistle　to　Au，gusta（1816）で、「アルプスの風景、それは瞑想の
蓄えを生み出す」と詠んでいるように、その瞑想の蓄えを作品に放った　バ
イロンの後の傑作に、アルプス滞在が影響しているということを考えると、
創作に日記がどう生かされているかを知ることは、作品を理解する上で重要
なヒントを与えてくれるだろう一
　バイロンのテキストはインターネット上にいくつか公開されている、本稿
では主に、The　lnternational　Byron　Societyから公開されているPeter　Cochran
が編集したものを参照した．拙訳はその日に何が起きているかが分かるよう
にした部分訳である　ll内は筆者による補注。スケソチはスイスを訪れ
たとき描いたものである．旅程の斜体部は山や峡谷の名前である，なお、ホ
ブハウスによる8月26日から10月ll日（i816年）までの日記が、インター
ネット上に公開されていて、その中に13日間の小旅行分もある．
＜http：／／petercochran．files．wordpress、com／2009／12／22－swltzerlalld．pdf＞
一旅程一
9月17日
　Vilta　Diodati→Nyon→Morges→Ouchy
9月18日
　Lutry→Vevey→Clarens→C‘istle　qf’Chillon
9月19日
　Chemex→Dent　de　laman→Montbovon
9月20日
　Rossiniere→MouJins→Rougemont→Saanen→Zweisimmen
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9月21日
　∫1〃～7ηεり～ril’el’／）～α／’1→Simmc’nt／1〈”→Wei∬enburg→Erlenbach→
　Lat｛erbach→」～「iesen→「1”houll
9月22日
　Neuhause→Interlaken→ノ1〃1，qf）’cllt→Lauterbnmnen→Stcl〃hhac’1～n1（lte／Jfla〃
1日目，ディオダティ館を出発して、湖畔沿いにアルプス小旅行が始まった一t
ウーシーに宿を取る　ホブハウスは知り合いの家に行き夕食を取り、居合わ
せた名士たちと談笑する、バイロンは疲れて宿に残る：／寝るとき湿っぽいシー
ツを投げ捨てるなど笑いを誘う場面が見られるtt
Byron
　昨日、1816年9月17日一私は（ホブハウスと）アルプスへ小旅行に出か
けた一私の姉オウガスタ（Augusta）1のために、日々の成り行きを日記に簡潔
に書こうと思う、（9月18日）
　5時起床一7時頃ディオダティAffを出発一馬車に乗って一天気はとても
よい一湖’は静かで澄みきっている一モンブランとアルジャンティエール4の
針状峰が、両方ともとてもくっきりと見える一湖との国境が美しい一日没前
にローザンヌ到着一ウーシー泊、
　ホブハウスは知り合いと夕食に出かけた一私は宿に残った（ホブハウスの
友人宅に招待されたが一あまりにもけだるく、疲れて行けなかった）一オウ
ガスタに手紙を書いた一9時に寝た一シーツが湿っぽいので、ののしり剥い
で投げつけた一どこへ飛んで行ったかは誰にも分からない一毛布にくるまっ
た一生後一ヶ月の赤ん坊のように寝た一5時まで…，
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　眠れなかった一5時に起きた。壊れた車輪と二頭立て馬車のキャラバンに
乗り、従者のジョーゼフとスイス人のガイドを伴って7時半に出発した、ニ
ヨン（Nyon）「で朝食をとった一モルジュ（Morges∫’にしばらく停まった＝湖
畔にある注目に値する町である。ローザンヌ、いや港町ウーシーに5時到着
した、なかなかの宿を見つけた．
　オケデン（Ockedem宅に行き、彼の娘や息子たちと夕食をとった、そこに
居合わせたフランス人の貴人たちと談笑した。烙士たちとの会話は省略｝
　10時にウーシーの宿に戻る一シーツが湿っぽい一惨めな夜となった、
1’バイロンの異母姉で、バイロンの父親の先妻の子／一バイロンの『アルプス滞在U
　　記』はオウガスタに読ませるために書かれた、
2；Villa　Diodatiはバイロンが逗留していた館で、ジュネーブ郊外のレマン湖畔の丘
　　コロニー（Cologny）にある、シェリーとその妻メアリーなどが、怪奇小説の構想
　　を練った場所としても知られている，メアリーのF／（mK’enstei〃はこの館で着想を
　　得たと言われている，
31「湖」（the　Lake）とは、スイス随一の大きさを誇るレマン湖・ここではLemanの
　　名前は出ていないが、バイロンは9Hl9日の日記には、　Lake　Lemanあるいは
　　the　Lake　of　Genevaと書いている＝バイロンはジュネーブ近郊に約6ヶ月間滞在
　　したが、船頭を雇い大半をレマン湖で過ごすほどこの湖が気に人っていた　祖国
　　を追われたバイロンの傷心を、澄みきって静かな湖は癒してくれた　バイロン
　　にはレマン湖を詠んだACieai’，　P／acid　Leman（18t6｝と、湖上で作ったソネット
　　Sonnet　tv　Lake　Lema〃i（1816）がある、　Epistle　to　Au．gusta（1816｝にもレマン湖が登
　　場する＝当時のジュネーブがどういうものだったかは、ルソーの「演劇に関する
　　ダランベール氏への手紙』の中の付録の冒頭を読むと分かる．引用してみよう、
　　ジュネーヴ市は、今日はジュネーヴ湖の名をもち、かつてはレマン湖と呼ばれて
　　いた湖水の終わる地点の一二つの岡の上に位置している．その位置はきわめて快適
　　で、一方に湖水、他方にローヌ川が見える　付近には快い田園がひらけ、湖水に
　　沿った丘の斜面には田舎の別荘が並んでいる、また数里はなれればアルフスのつ
　　ねに雪をいだいた峰がそびえ、天気のよい日に太陽の光をうけて輝くときはまる
　　で白銀の山のように見える、いくつか桟橋のある湖に面したジュネーブの港、そ
　　の小舟、市場、そしてフランス、イタリア、ドイツとのあいだに占めるジュネー
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　　ウの位置が、この町を活動的で、豊かな、商業都市にしている．ジュネーブ市に
　　はいくつかの美しい建物と気持のよい散歩道がある　通りは夜でも明るい　ロー
　　ヌ川に面してきわめて簡単なポンプが備えつけられており、それが百フィートは
　　あるもっとも高い地区まで水を供給する　湖は奥行約1・八里、幅はもっとも広い
　　ところで四、五里くらい　湖は一種の小さな海であって、嵐もあれば、その他さ
　　まざまの興味深い現象をよび起こす．（「ルソー全集　第8巻」白水社p．179）
4：アルジャンティエールは、シャモニー村から約7キロのシャモニー谷の上端にあ
　　る
5：ニヨンは、rlf代ローマ時代、シーサーによって植民地として建設された町・
6：モルジェは、ニヨンとローザンヌの間にあるレマン湖畔の町
2日目zヴヴェイに到着して聖マーチン教会を訪問、二人は教会の中にある
記念碑に思いを馳せる．、ルソーの書簡体小説「新エロイーズ』の舞台になっ
たクラレンスに到着＝その後シヨン城を訪問．，バイロンもホブハウスも「新
エロイーズ』の舞台設定に言及している。
Byron
　ガイドのバーガーに呼び起こされた一ホブハウスはもう歩いて行っていた
一ローザンヌから1マイルー道には湖の水が溢れていた一馬に乗って出かけ
た一ヴヴェイから1マイルまで一若駒だったがとてもよく走った一ボブハウ
スに追いっいた．
　ヴヴェ（に2時間停まるにこに来たのは二回目であった）一聖マーチ
ン教会（St　Martin’s　Church）を訪問一教会の中庭からの景色は素晴らしい一
教会の中にラドロー（Ludlow）”の記念碑あり一黒い大理石に長い碑文一ラテ
ン語一でも易しい一特に後半は一彼の妻が彼女の長年の一試練に耐えた一揺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　
るぎない愛情を書き留めている一彼は32年間も亡命した一王（チャールズ）
の裁判官の一人一立派な男．
　1815年1月に彼の回顧録を読んだ記憶がある一前半は非常に楽しい一後
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半はそれほどでもない一当時は回顧録を熟読しラドローの墓を見るなんて考
えもしなかった一ラドローの近くにブロートン（Broughton）（彼は11649年
に｝チャールズ1世に死刑を宣告した）が、風変わりでややもったいぶった
口調の一しかし依然として共和党員の碑文と共に埋葬されている，
　湖畔へ歩いて行く一従者一馬車一乗用馬一皆出発した一クラレンスに到
着2回目だった（1回目は水路で）t一美しいクラレンス！一とても注目に値
する景色を通って、シヨン城（Castle　of　Chillon）t’に行った一再びシヨン城へ
入った，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
顛に
べ♂
）　㌃
華
　帰りに馬車に乗っているイギリス人の一行に会った一馬車の中でぐっすり
眠っているご婦人！L－　一この世でもっとも眠気なんか起こさない場所でぐっ
すり眠っている一素晴らしい．
　シャモニーでのことを思い出す一モンブランのまさに目の前で一別の女性
が一またイギリス人一彼女の一行に声をあげたのを聞いた一「ここより田舎
じみたところ見たことおあり？」一まるでそこがハイゲイトあるいはハムス
テッドーあるいはブロンプトンーあるいはヘイズであるかのように一「田舎
じみた」と言った一岩一松一急流一氷河一雲一雲のはるか上に永遠の雪の頂
一そして「田舎じみた！」私はこのように声をあげている麗しい人を知らな
かった一しかし彼女は一とても優しそうな女性だった。
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　短く軽めの夕食後一我々はクラレンス城を訪ねた一イギリス人の伯爵婦人
が最近借りたのだった一（私が最初それを見たときは貸し出されていなかっ
た）薔薇は夏と共に散っていた一家族は外出していた一が、召使いは私たち
に城の内部を歩いてほしいと言った一×広間のテーブルを見た一ブレアNの
説教一そして誰か他の人の説教一一組の騒がしい子供たち一見る価値のある
ものすべてを見て1ジュリltのあずまや」の方へ下って行った一我々のガイ
ドはルソーに夢中だった一彼はルソーとサン・フルーをしょっちゅう混同し
ている一そしてサン・ブルーと本をこちゃまぜにしている一村の田舎屋の階
段の上で一私は若い百姓（／）αy∫ωη川を見た一ジュリ自身のように美しかっ
た一
　丘から流れてくる小さな急流を再び訪れようと、シヨン城にもう一度行っ
た　一夕日一湖に映えていた一明日は馬車で山越えをするので、5時に起き
なければならない一馬車は回送することになる一私の古いコテージに泊まっ
た一快適で心地よい一やや長く乗ったので疲れた一若駒に一またその後に続
く馬車の激しい揺れで一また熱い太陽の中を這い登ったので一寝よう一いと
しいオウガスタのことを考えながら一
メモーシヨン城の驚嘆を示してくれた伍長は、ブリュッヒヤノと同じよう
に飲んだくれだった．そして（私の心には）彼と同様に偉大な男であった一
　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ロ　　　の　　　　
彼はまた耳が聞こえなかった一彼は他の誰もがそうだと思っていた一シヨン
城の伝説を×声でぞっとするように語ったので、ホブハウスはユーモアを
失った一しかしながら我々は絞首台から土牢すべてのものを見て、15世紀
よりも自由の身でクラレンスに戻った，クラレンスでは一（聖書を除いて）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ唯一の本はCecilid　”の翻訳であった，そして田舎屋の持ち主は飼い犬（十
　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　ぽ
歳の太ったパグーそしてチップL．のようにひどく醜い）を、セシリアの（いや
デルヴィルの）犬にちなんで呼んでいた一フィデと、
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　5時起床　6時に湖畔沿いにヴヴェイの方へ散歩一リュトリー｛Lutry）‘．’の
村にやってきた一向かいの山々の雄大な景色一この地方は葡萄だらけで、整
然とした1士切り壁に支えられた段々畑の上に盛り⊥がった葡萄園まで、急勾
配になっていた一小さな高窓が付いた家、木造の回廊、丘の上の長い囲いを
見ると南欧を思い出した．葡萄園の壁の間にある湖の近くの道は良かった
壁の中の葡萄園の戸は狭間銃眼のように見えた．葡萄はたくさんなっていた
が、熟す見込みはほとんどなかった、
　3時間歩き、小さな狭い通りのある町を二つ三つ通過した後、岩に座り馬
車を待った．馬車は私に追いついた、ヴヴェイが見えた．それから下の方に
ある平地にやって来た。10時近くにヴヴェイに到着一ヴヴェイの広場にあ
る美しい市場を見てロンドンを思い出すが、市場は閉まっていた、宿のス
リー・クランズに着いた，朝食を取ったtttそれから素晴らしい高台にある教
会へ歩いて行った．湖、ヴァリス州とサボイの山々、そして遠景の雄大な景
色が見渡せた一葡萄園、ヴヴェイ川の水路の上に、つるが生え樹木の茂った
小さい丘一そしてヴヴェイが見渡せた、
　教会の中でラドローの記念碑を見学したt．碑銘はアディソン11のTi’ai’〈・ls
の中にある。彼がチャールズの死ぬ宣告｝に投票したということについて、
何の注意もないのは奇妙なことである。書かれているラテン語には奇妙なと
ころは何もない：ラドローは海外で32年間生活し、1693年、貞節な妻エリ
ザベス・ド・トーマスによって埋葬された、近くの地面の上に、ラドローの
記念碑の下に、だが側廊に、ブロートンの遺骨をおおう黒い石板がある．彼
はチャールズの判決を読み上げ、そのために追放されたのだった一その事実
はやや奇妙に“sententianl　1’e，gis　l・（・gun7　pj’oflrl・～”（チャールズの判決は神から
のものである）と触れられている　教会を出て、高台にあるベンチにぐった
りと寄りかかり、ラドローが湖の雄大な景色をしばしば見つめたかもしれな
いその場所で、私は何かを書こうとした。が、ためらうばかりであった：
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It　is　net　cowardlce　to　fiv
From　tyranlly’s　triumphant　face
It　Is　not　banishment　to　die
An　exlle　only　from　disgrace
（臆病者にあらずや
暴君の勝ち誇った顔から逃れることは
追放にあらずや
不名誉だけで流浪の身で死ぬことは）
　下へ降りた．小ぎれいな市場に歩いて行った　湖畔の土手で市場は開いて
いた。市場は立派な柱廊の建物で、湖からはとても立派に見えた。馬車は我々
の前を出発した。我々は歩かなければならなかった、門の近くで、右側に出
ると、ラドローの家があった一中庭の戸の上に“Omne　so／um　fbi・ti　pati・ia－
quia　pati’is　in　1684”i“と金文字で書かれていた。
　クラレンスへの道を3分の2歩いて馬車に追いついた一クラレンス到着し
た一非常に気持ちのよい村だった。農夫の家に泊まったttそれからシヨン城
に馬車を進めた、クラレンスはヴヴェイから4分の3リーグのところにある。
シヨン城はクラレンスからほぼ同じくらいのところにある。右下近くに湖と
樹木の茂った小山、絶壁、そして左側の壮大な山々の下に小さな谷があり、
シヨン城への道に村々が点在していた。ルソーはジュリをうまくこの地にあ
てはめたものだい’，ダン・ド・ジャマン山の下にある、木々の生い茂ったく
ぼみにあるモントルー村の立地は、非常に素晴らしかった。
　シヨン城にやって来た．堅牢な壁。しかしウェールズの城に比べると小さ
い．木の橋の向こう側の城に行った一その要塞の番をしている2、3人のう
ちの1人の耳の聞こえない酔っぱらった兵士が、城を見せてくれた，列柱の
ある地下牢を見たcその円柱にボニヴァル2eは6年間つながれていたのだ。
鉄の輪はまだそこにあった。隣の土牢の中で、黒い光線が光っていた，死に
ゆく犯罪者たちに勇気を与える行進もせず、土牢の上でたいまつの明かりを
照らして、悪人たちが絞首刑にされたのだ，
Byi’OIゴs　Alpin（｝．／θt〃’〃〈’／（1｝ 205
　今や武器と2、3の大砲と火薬の小さな武器庫であるシヨン城はヴォー州
に属している一水面下にある土牢は、600フィート壁のドにある　城の一L部
から湖の景色を見た湖にローヌ川が注いでいる　木が数本生えた小さな島、
湖の中のただ…つの小島1．
　クラレンスに戻った一魚とオムレツでク食を取った一夕食後、丘を登りル・
シャテラールcChatelard）すなわちクラレンス城に行く．城はメアリー・ロ
ス女侯爵が借りたばかりだった．堂々とした×きな居間には、羽目板の上に
絵が掛けられたあった一我々のガイドである農夫の妻が、1枚の絵を指して
「ルソーとジュリ」と言った　サン・ブルーとJLソーを同じであると思って
いた　テーブルの上にブレアと誰かの説教があった　段庭と家の階上から雄
大な景色を見た一素晴らしいところだ！！
　城は葡萄園のピラミッド形の丘の上にそびえ立っていた．t城の背後と隣の
小さな谷には、見事な木々の茂みがあった　下りてくると、農夫のガイドが、
サン・ベルナール修道院の修道士によって伐採される前の「ジュリの小さな
森」があったところを指し示した一そこはクラレンスのちょうど上にある葡
萄園だった一
　農夫はルソーを読んでいたが、彼もまたルソーをサン・フルーと混同して
いた，ルソーはメイユリ（Meillerie）”から書いたのだと農夫は言った一「と
ころどころ一作りものだっぺ」と付け加えた。しかしまるで何かがここで起
きたかのように記録されたこの場所には確信を持っていた、いかなるロマン
スもそのようにここがまったくの舞台となることはなかった［t
　我々は丘の下り坂にある見事な木々の小さな森をさまよった＝そこをジュ
リとサン・プルーが散歩したかもしれないとバイロンが言った一
　下りてきて、馬車に乗り、再びシヨン城へ行った、それから水車を回す急
流の方へ行った，．星明かりをたよりに夕方戻った．おいしいティー、おいし
いヴォー州産ワイン、ポーターのようなおいしいブリブールビールが出た．
ベッドはひどく、湿っぽかった一眠ることができなかった、今日のような素
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晴らしい旅の後でIS　，，モントルーのもっとも美しい景色の向かい側で、キャ
ラバンの中にいるご婦人が寝ているのを見たのを思い出した．
　　　　　　一〉＝∫沸
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71ヴェヴェイは、レマン湖畔にたたずむ風光明媚な小さな町。今日では世界的な名
　　士の別荘が多くある，喜劇俳優チャップリンも、ヴヴェイの丘の．ヒにある別荘に
　　住んでいた．
8二Edmund　Ludlow（c．1617－1692）．17世紀の共和党員でチャ⇒レズ1世の処刑に加
　　わった．王政復古後の1660年にスイスに亡命し、1692年ヴヴェイで亡くなった，
　　ラドローに関しては、ホブハウスの日記の方が詳しい
91モントルーからすぐのレマン湖畔にある城，シヨン城は湖に浮かんでいるように
　　見えるが、ホブハウスが「湖の中のただ一・つの小島」と記しているように、城は
　　この小島のトに建てられている，バイロンがこの城の史実に興味を持ち叙事詩
　　「シヨン城の囚人」を作ったことから有名になった一ホブハウスが書いているよ
　　うに壁は堅牢である｛Formidable　walls）．バイロンはホブハウスと来る前の6月
　　にx既にシェリーとシヨン城を訪れている．囚人の名はジュネーブの宗教改革者
　　Francois　Bonivard“496－1570）、ボニヴァルに関しては注20を参照一
10：バイロンは名所で寝人っているイギリス人の婦人に驚いたのだろう、ホブハウス
　　も同様のことを書いている　この時代、スイスにはアルプス観光のため、たくさ
　　んのイギリス人が押し寄せていた．1764年の調査によると、ある宿での宿泊客
　　20人中14人がイギリス人であったという，ボブハウスの9月21日の日記に‘Find
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　　．、crowds　of　English1とある
1］：Huge　Blaird1718－1800）．スコノトランド人の説教者　ヒュー・ブレアはDon　Juan
　　（H、165、6）にも登場する．「いまもっぱらあの国語を　説教家たちから習ってい
　　　て、　バロウや、サウスや、チロットソンを　わたしは毎週勉強し、　それに
　　　ブレアにも学んでいる、」（小川和夫訳1ドン・ジュアント’，［冨山房p．203）
12：ジュリはルソーの書簡体小説「新エロイーズ」d76Dに出てくる貴族令嬢の名前
　　この後の口記に出てくるサン・フルーはジュリの家庭教師で恋人である
13：Gebhard　Leberecht　von　Blucherd742－1819）ブロイセン王国の軍人で陸軍元帥
14：イギリスの女流作家Frances　BLnmey（1752－1840）の小説．
15：チソフはオウガスタの飼い］ミの名前，
16：リュトリーは、ウーシーの東にあるレマン湖畔の港町　この町のあたりから湖岸
　　の傾斜が急になり葡萄畑が始まる．「ジュネーブ湖畔のラヴォー州に広がる段々
　　畑は昔、修道十たちの手によって作られ、当時から今Hに到るまで人間と白然
　　が共存してきた地域でもある．2007年、このブドウ畑は世界文化遺産に登録さ
　　れた」（swissint’o），　Robert　Southeyが‘‘Were　I　to　settle　anywhere　on　the　conlinent．
　　Switzerland　should　be　the　coしmtry、　and　probably　Lausanne　the　place．”（×陸のど
　　こかに住みつくとしたら、スイスがその国であろう　そしておそらくローザン
　　ヌがその1町だ）と言ったほど、このあたりは風光明媚である（Bi’itish　Tou〃・ist　ill
　　∫）vit：・　e1’tancl）、．
17：Joseph　Addison（1672－1719）英国の評論家・詩人、
18：‘To　the　brave　man　every　land　is　a　fatherland　because　God　his　father　niade　it．’
　　＜http：／／en．wikipedi《1．org／wiki／Edmund＿Ludlow＞
19：ルソーの書簡体小説1「新エロイーズ』（176bは、ヴォー州のクラレンスが舞台に
　　設定されている，．
20：Francois　Bonivard“496－J570｝．ジュネーブの宗教改革者．サボイ公σ）ジュネーブ
　　支配に反対し捕らえられ、1519年から1521までの3年間シオン城に幽閉されて
　　いた（ボブハウスは6年間と書いているが間違い）、ルソーによると、ボニヴァ
　　ルは白由と忍耐．を愛するSavovardであったという．
21：シヨン城は湖に浮かんでいるように見えるが、この小島の上に建てられている
　　注9参照、．
22：メイユリは、ローザンヌの対岸フランスのローヌアルブスにある＝
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3日目　湖畔沿いにモントルーまで来たが、ここから進路を北方ベルン・ア
ルフスの方へ向ける、山を越えて苦難の末にモンボヴァンに辿り着く　途中
ホブハウスはダン・ド・ジャマンll｜に登頂する．足の悪いバイロンは途中ま
でしか登らなかったが、「山はすべてが最高だった」と記している、
Byron
　5時に起床一馬車を酷使した一馬に乗り一螺馬に乗って一山を越えモンボ
ヴァン（M（mtbovOm：1へ向かった一また歩いてよじ登った一すべてのルート
は夢のように美しかったが、今や私にとっては夢と同じようにほとんどぼん
やりしていた一それほど私は疲れていた一健康なのだがほんの数年前のよう
な体力はなかったからだ
　モン・ダヴァン（Mont　DavanOで朝食を取った一その後険しい上り一馬を
下りた一転倒し指を切った一荷物が崩れ峡谷まで落ち、大木にひっかかり止
まった一ちくしょう一荷物は取り戻した一馬は疲れて倒れそうだった一螺馬
に乗った一ダン・ジャマンミ’1の頂．上に近付いたとき一再びボブハウスと一行
全員が騨馬を下りた一その山の懐の乳首状のところにある湖に到着した
〔職
　＼＼
．
＼
＼
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　羊飼いと馬と騨馬を残した一そしてさらに登った一所々雪のあるところに
やって来た、雪の上に額の汗が雨のように垂れ、こし器の中のように同じ大
きさの窪みを作ったユD
　風と雪の冷たさでめまいがした一しかし私は這って登った一ホブハウスは
一番高い峰に行った一私は行かなかった一数ヤードのところで（絶壁の穴の
ところで）休んだ一下りてくるときガイドは3回転んだ一私は笑いころげた
が私も転んだ一下りは、運よく、険しく滑りやすかったが、穏やかだった一
ホブハウスも転んだ一が、誰も怪我をしなかった．／
　山はすべてが最高だった、羊飼いが非常に険しく高い断崖の上で笛を鳴ら
　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　
していた一アルカディアとはかなり違っていた一（私はそこで羊飼いの杖の
代わりに、長い銃を持っている牧師たちを見た一そしてベルトに拳銃を）一
スイスの羊飼いの笛は心地よかった一気分のよい時間だった一一頭の牛がさ
まよっているのを見た一牛はしばしばごつごつした岩で首を折るという
　モンボヴァンにドりて行った一荒涼とした川が流れるかなりやせこけた村
であった一そして木の橋のかかった一ホブハウスは魚釣りに出かけた一釣っ
た一馬車は来ていなかった一馬一螺馬はへとへとだった一我々も疲れた一
（しかしそれでよい一眠るだろうから）
　今日の旅の一番高いところからの景色は、片方に、素晴らしいレマン湖が
あり一もう片片に一ブリブール州の谷と山一そしてヌシャッテル湖とモラ湖：／／
の大平原があった一これらとジュネーブ湖t”の境界が受け継ぐすべてのもの
一我々の眼前に一つの景色の中にジュラ山脈ご’の両側が見えた、アルプスの
山々が連なっていた
　峡谷を通るとき、ガイドは素早く通るようにとしきりに勧めた一ものすご
いスピードで石が落下し、時たま被害をもたらすからだという一その忠告は
素晴らしかった一が、ほとんどのよい忠告のごとく実行不可能だった　正確
に言うと、道路はかなり荒れていたので一螺馬も人も一馬も一猛速度で進め
なかった一しかし骨を折ることも危険な目に遭うこともなく通れた，
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　（イギリスの山よりもずっと高く広がっている）牧草地にカウベルの音楽、
そして絶壁がほとんど近付きがたいように見える険しい岩山から岩山への羊
飼いの叫びと牧笛の音、周囲の景色一羊飼いの生活について、私がこれまで
聞いたあるいは想像したことを実感した一ギリシアや小アジアのことより
ずっと実感した
　もし片手に杖があれば、もう一・方の手に必ず銃を目にする一しかしこれは
純粋で混じりけのないものだった一孤独一野蛮で家父長的一その結果は私は
G’い表せない一我々が行くと羊飼いたちは1～（〃～二ζ～‘・∫し27（・ノlc・S：．’と別れに他の曲
も歌った一私は最近自分の心に自然を再び住まわせた
Hobhouse
　キャラバンでビュル（Bulle）に立ち寄るので、御者とジョーゼフを見送るt／
ダン・ド・ジャマンを越えるために、バイロンと私、バーガニ“、ガイド、
そして騨馬と二頭立て乗用馬で8時半に出発したtt
　豊かな牧草地の中を登り続けては下り、山間の小さな町ケルネ（Chemex）
を通過した．その町の一部は最近焼け落ちた．クラレンスから1時間経って
いた＝同じ牧草地の景色を登り続ける、．道を通るのに時々難儀した．さらに
1時間後、開けて×きく広がる登り坂の牧草地に到着した。モン・ダヴァン
の牧草地の丘にある駅舎で休息した．丘には羊飼いの小屋が点在していた。
これらの青々とした急斜面にある牧草地を見るのは初めてだった，私たちは
持ってきたフライド・フィッシュを食べ、ワインを飲み、1時間馬を休ませ
て、また前進した
　急流にやってきた、落石があるといけないので、早く渡るように言われた。
そこから果てしなく続くkり勾配となっており、石ころだらけの階段をあ
　　　　　　　　　　　
がった　時々木の遊歩道があった．1時間後、我々は山道の頂⊥にいた、牧
草地の青々とした峡部があり、畜牛用のシャレーが6軒点々とあった．私た
ちの左側に鋸状の丘の尾根があり、頂上まで青々としていた。右側にダン・ド・
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ジャマンが、ほぼ垂直に聾えていた、
　私たちのすぐ真ドに、サリーヌ川の測り知れないほどの峡谷を見たt．品の
良さそうな若い女性が石の上に座り、好奇心からのように峡谷を見下ろして
いた一彼女はアルプスの女羊飼いだった
　私たちはジャマンに登ることを決めた．もっとも登りやすいところから登
ろうと、私たちの右側にある小さな谷に行った、再び登り始めると、ジャマ
ンと同じくらいの高さの巨大な岩だらけの頂から、大声で叫ぶ声を聞いた
見tげると、LI」の頂上に牛を一頭つれた背の高い人影を見た、その姿は、地
」二よりむしろ空に属しているように思えたので、絵の中では不自然に見えた
だろうrこの羊飼いは向こう側の丘の牧草地の羊飼いだった．
　私たちはカウベルを首の回りにつけている立派な牛の中にやって来た，牛
は草を食んでいる最中だった「私たちは馬と螺馬を下り、牧夫にあずけ、登
り坂を上り始めた．坂は青々としており、牛の牧草地があった．我々が見た
牧草地のいつくかは、長く雪が積もった上にあった・私たちはそこを通った
が、夏でも雪は溶けていなかった　私はとうとう苔むした石の上を這った、
そんなに難しくなかった。ついにジャマンに登頂．頂上は青々としていたが、
両側は岩だらけの断崖であった。
　頂上からジュネーブ湖の景色、特に北岸が見えた．ヴォー州が地図のよう
に広がっていた一ローヌ川の2つの支流が見えた一サボイの山々一ベルン州
のアルプス
　バーガーは立ち上がった．が、バイロン卿は20ヤード下で立ちILまって
いた一バーガーが目撃したように、薄雲が我々の下を大砲弾のようにすっと
飛んでいった，バーガーはまた、蟻が頂」二近くのところに巣を作っていると
言った，
　滑って転んだ．馬のところに戻った．，見上げると、羊飼いがまだ反対側の
高山にいた　彼は笛を吹き始めた、それがはっきり聞こえた一そして彼の笑
い声がこだました、こだまは丘から丘へと彼の笑い声を鳴り響かせた・我々
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のガイドは羊飼いにお一いと叫び、Ran：dcis　Vachesと言った、羊飼いがま
もなく歌うのを、いやむしろこの旋律を発するのを聞いた　それは正しくは
牛を集める叫びだった・
　すべての景色は、私たちのアルフスの生活に対する考えを一新した．バイ
ロンによると、高地の田舎屋や牛のいる鮮やかな青々とした牧草地は、夢の
ようであり、現実にとってはあまりにも見事であり、自然のままのものであ
るということだった一牛は6月ll日に丘に⊥げられ、10月ll日に下げら
れる’1一岩から落ちて死ぬ牛も多い．
　牧草地を下り、見事な森を通過し、道に入って行った，防壁を通り、ブリ
ブール州へ入った．斜面と岩だらけの道を下り、峡谷の奥地へ入って行った、
山にある小さな村や町を通過した一この地域のどの家にも宗教的な碑文を見
かけた一「神の支援によって建てられて家」一「この家は…の手によって建
てられたが、天国ではさらにいい家」など。峡谷には×昔の日付もあった一
「1688年」そして×工の名前も記されていた，屋根に使われている木材の計
りしれない量、木製の瓦のいくつかには石の重しがあった一頭の上を×きな
巻き毛にしたブリブールの女性たちは、詰め物をしていた．
　午後5時に小さな町モンボヴァンに到着，この気持ちのよい峡谷で、しば
らくの問、町の白い尖塔が目に入っていた」樹木の茂った岩の下にある傾斜
し青々とした牧草地を、川が流れていた．サリーヌ川である。私は魚釣りを
した一まずまずの鱒を釣った．そしてもう一匹ひっかけた。宿は外見はあま
りよくなかった一宿に肉がなかった一私の釣った鱒とオムレツが出た，私た
ちは宿の主人が借りてくれた宿で寝た一とてもいい部屋だった、立派な整理
箪笥があった　初めてぐっすり寝た一道路はあまり人通りがなかった，
23：モンボヴァンは、モントルーからグリュイエール（Gruyeres）に行く途中にある小
　　さな村
24：ダン・ト・ジャマン｛Dent　de　Jaman）標高L875mの山．
25：登りは足の悪いバイロンにとっては辛かった．しかしll越えしながら見た里山の
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　　風景にバイロンは感動する．ホブハウスの日記には、バイロンか「高地の川舎屋
　　や牛のいる鮮やかな青々とした牧草地は、夢のようであり、現実にとってはあま
　　りにも見事であり、素敵なことである」と述べたことが書かれている
26；両方の湖ともスイス西部のジュラ山脈の裾野にある．モラ湖の南岸は独語圏なの
　　で、ドイツ語名ではムルテン湖（Murten－see）と呼ばれる．
27：英語ではLake　of　Genevaという＝この湖の呼称は色々変わってきた．．今iS　Lac
　　ofLemanが・般的である　注3参照．
28：ジュラ［11脈は、スイスとフランスの国境地帯に長さ約230キロ、幅約60キロ
　　に広がるアルプス山脈である．フランス側から入るとこの山脈が見える、シェ
　　リーはこの山脈を初めて見て、What　joy　to　see　these　Inaiestic　Alps！They　are
　　dreamlike　than　real、　so　pure　and　heavenly　white！’にの荘厳なアjLフスの眺めはな
　　んたる喜びであることか！アルフスは現実よりもむしろ夢のようだ、かくも純粋
　　で神々しい白さとは川と感嘆の声をあげた．多くのイギリスの詩人・作家たち
　　が、同様の称賛をしているTこの山脈を初めて見る．者は驚嘆せざるをえない、
29：ラン・デ・ヴァッシュ（Ranz　des　Vaches）、スイスの伝統的な牛追い歌で、伴奏な
　　しに歌われる．
30：スイス人のガイドの名前．バイロンの日記（9月18日）の冒頭参照．．
311スイスでは、6月から牛や羊を高原の牧草地（alp）に放牧する．夏、高原で過ご
　　した牛や羊は、秋になると麓に下ろす習慣（牧下ろし）が何世紀もの間続いてきた一
4日目，ヴォー州を抜けベルン州に入る　アルプスの中でも最も美しいジメ
ンタル峡谷を旅するが、ここはほとんど人が訪れることのない深い谷であっ
た、巨大な氷河の山も見えてくる、この日はホブハウスの方が描写が細かい．
Byron
　6時起床一8時出発一今日の旅は海抜が平均2，700フィートから3．000
フィートのところであったttここの峡谷はもっとも長く一もっとも狭い一が、
アルプスでもっとも美しい峡谷の一つと見なされている一旅人が通ることは
ほとんどないところだった一1フランス側の｝ラ・ロッシュ（La　Roche）橋
が見えた一巨大な岩の間にある川底はとても低く奥深い、そして怒り狂って
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いるように流れが速い一人と螺馬は転んだが負傷しなかったそうだ、
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　
　ここの人々は自由で幸福そして金持ちのように見えた一牛は見事だった一
雄牛がキャラバンにもう少しで飛びつきそうであった一山羊と羊はよく育っ
ていた一右側に巨大な氷河の山一ケルッツゲルベルク（Kietsgerberg）一さら
に先に一ホックソルン（Hockthorn）一両方ともいい名前だ一とても穏やか一
ホックソルンは非常に高く岩だらけだろう一ところどころ雪のみ一氷河はな
い一が、立派な雲の肩章を付けていた一境界を通過一ヴォー州から一ベルン
州ヘーこの地域はチーズで有名一自由一資産一そして無税でも，
　ボブハウスは魚釣りに出かけた一一匹も釣れなかった一川へ散歩に行った
一少年と子供に会った一子供は彼の後を犬のようについてきた一子供は柵を
登れず哀れっぽく弱々しい声で泣いた一私は子供を助けようとした一しかし
二人ともひっくり返り川に落ちそうになった。
　9方6時頃ここに到着一9時一寝る一ホブハウスは隣の部屋一彼はドアに
頭をぶつけた一もちろんドアに向かって大声を出した一
　今日は疲れていなかった一にもかかわらず寝たいと思った一階下で女たち
がぺちゃくちゃ喋っていた一シラゴのフランス語訳の本を読んだ一おやす
み一いとしいオウガスダ．
Hobhouse
　この谷では甲状腺腫はほとんど見なかった．ジョーゼフがこのことを言っ
た一それでポリド1戸が私に言ったこと、雪水はその件には関係ない、とい
うことを確信する、女性たちはきれいだった．
　5時から6時の間に起床一7時まで待って散歩に出かけた。本道と呼ばれ
ているところへ行った．朝の景色が、青々とした下り坂と燃えるような森へ
一交互に狭くなったり広くなったりしている丘へ、どのように影響するかを
観察した
　ザーネ川（Sanne）’9の漂布が、アルプスの橋の下に激しく流れ落ちるのを
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見た一もう一つの別の峡谷からの濯布がそれと合流する一青々とした急斜面
の牧草地の中に、ロシニエール（Rossiniere）村の白黒の小さな教会の塔一ザー
ネ川の反対側で二期目の収穫をしていた一ここで唖麻が育てられているのだ
一ムーラン（Moulins）という村を越えた　そこでは谷川がザーネ川に流れ込
む、宿屋を見かけた、宿が1688年に建てられたことを示す宗教的碑文があっ
たt．
　ここから谷は、オーラ（Aluaz）とクールジェン（Courjeon）の二つの丘から
なる狭いティーヌ峠（Tine）から開ける一私たちは、今、再びヴォー地方に
いるのだ7靴で馬車の車をロックするようにと、フランス人が命令したので
分かった一ザーネ川を渡った一目の前に、青々とした丘にシャトー・デー教
会と、谷にもう一つの青々とした丘があった一10時までそこを散歩した．
教会のある丘を登った，そこには、以前、グリュイエール城があった一谷の
下の景色と真南にルリホルン（Rullihom）の山々tt
　シャトー・デーには宿屋がなかったが、小さい小ぎれいな市場があった、
長文の碑文、いつものように町の泉を乱用してはならないと書いてあった一
泉はスイスではとてもありふれたものだ、．
　馬車がやって来た。さらに1時間、ルージュモン（Rougemont）へ行った
一右側にある青々とした小丘に、教会と村役人であるベイリーの家があった．
入った一朝食を取るため大きな木造の宿で休憩「そこにローザンヌ政府か
らの人相書（sigizaleinents）が、たくさんかかかっているのを見た一その中に
ヴォー州を追放された女が二人いた、、一人は不身持ちで、もう一人は放蕩で・
　ティー、コーヒー、コールドミートに12フランを払った　ここは貧しい
地方に思えた。穀物は育たず、パンはトゥーゾ〔から送られてくるのだ，ゲ
ゼナイ地方とヴォー地方の言葉は、方言のフランス語である。そしてこの地
区自体はPa．vs〈d’Enhaut　Roinand（フランス語使用地域）と呼ばれている、
　ルージュモンを出てザーネン、つまりゲゼナイt1向かテ、釣り竿を持って
川へ下って行く一川は松の木の絶壁の間を激しく流れていた　小川を上り、
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それからザーネ川に下りて行き、魚釣りをしたが、魚は水面近くに現れなかっ
た　川から断崖を登った一グリュイエー）レ州に属しているバネル城（Chateau
of　Vanel）の廃嘘と化した塔を通った一以前はこの地点と小川から、ゲゼナ
ィ地方のドイツ地域となっていた一向かい側のザーネへ流れる川沿いをすべ
て歩いた　その川は右方へ4分の1マイルあり、ラウネン谷（Launel1）“の狭
い峡谷から流れて来ている．
　ゲゼナイを通過．危うく道を間違うところだった．緑の丘を上り、トゥー
ンへの道に入る、キャラバンが後をついて来た一ラウネン峡谷の雪山を見た一
山が横切る牧草地の高地を通る荒れた石ころだらけの道を、ほとんど休みな
しに登って行く一家が1軒か2軒と村一小さな黒味サクランボの木一胡桃の
木一西洋梨の木一そして林檎の木が道端にあった、
　ベルン州に入りジメンタル峡谷（SimmellthaDへ下りて行く一谷は再び狭
くなる一右手にある山は雪でおおわれていた一牧草地は丘からあふれ出てい
た一黒ずんだ田舎屋が青々とした急坂に点在していた一牛がいた．この地域
はスイス・アルプスでももっとも豊かな州の一つだそうだ一チーズと羊毛
が有名である．しかし間違いなく高い一ツヴァイジンメン（Zweig．　immen）の
粗末な宿に、45フランの請求なんて．我々は30フラン払った、谷の全長は
13リーグL’ある一ゲゼナイからたっぷり3時間、道路はとてもひどかった、
　ベイリーの住んでいる町ツヴァイジンメンに到着、彼はワインを飲むかと
使いをよこした、丁寧にお断りするため、私たちは彼の家に泊まらなかった。
宿はライオン・ベア（Lion　and　Bear）だけだった一ひどい宿だった。階段を
上がり、真っ暗な台所を通り、部屋へ行くとき、ドアに頭をぶつけた一川で
魚釣りをしたが釣れなかった、ジョーゼフのおかげで、夕食はよかったが、
ベッドは蚤がいてひどいものだった，
32：Friedrich　von　Schiller（1759－1805｝。ドイツの詩人・劇作家、スイスの伝説上の英
　　雄を戯曲にした「ウィリアム・テル」はシラーの作品である．
33：’dearest　Auguttta’のdearは「いとしい一1「かわいい」の意味であるが、9月18
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　　日の日記にもある　4歳年Lの異母姉オウガスタとバイロンは色々噂されている
　　が、1816年に書かれたEpistle　to　Augustaの冒頭にもdearが使われている．
　　　　My　Sister－my　sweet　Sister－ifaname
　　　Dearer　and　purer　were－it　should　be　thine．
　　　　（私の姉さん一私の優しい姉さん一よりいとおしく、
　　　　より純粋な名前があるとしたら一それは姉さんの名前だ）
34：ポリドリ（Polidori）．バイロンとホブハウスに同行しているイタリア人の医帥
35：サリーヌ川（Sarine）とも言う．ブリブーJレ州の州都ブリブール（Fribourg）は、ザー
　　ネ川沿いにある．
36：トゥーン（Thoun）はベルン州にある町で、トゥーン湖の西端にある
37：サーネン（Saanen）＝ゲゼナイ（Ges．senai），ゲゼナイはベルン洲にある
38：現在の綴りはLauenen．ラウネンはベルン州にあり、グシュタード（Gstaad）から
　　南に6キロの所に位置している、
39：昔の距離の単位、1リーグは約4、8km、
5日目。バイロンの日記は、この日は数行だけで、トゥーンまでの旅がメモ
書き程度。一方ホブハウスのこの日の日記は、「絵のように美しい」ジメン
タル峡谷からトゥーン湖への道中が、刻銘に記されていて、バイロンを補っ
てあまりある，
Bvron
　早朝出発一相変わらずジメンタル峡谷．1（）一トゥーン平原の入り口はとても
狭い一高い岩塊一頂上まで樹木で覆われている一川一初めて見る山々一素晴
らしい氷河がある一トゥーン湖（Lake　ofTho皿）一アルプスに囲まれた広×な
平原一シャダウ城（Chateau　de　Schadau）コ1へ歩いて行った一湖沿いの光景一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　■
こぎ手が女性たちの舟に乗って川を渡った一私の記憶では女性たちは初めて
うまく漕いだ一トゥーゾは美しい町である一一日中アルプスの旅と嬉しい
日であった。
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Hobhouse
　勘定のことで大いにもめた一御者が頸静脈から血を流したと言った　いつ
ものように8時少し前に歩き出した　最初ジンメン沖積平野（Simmen　river
plain）のそばの道路を歩き、それから小川がずっと広がって、縦の木の絶壁
の下を流れているのを見た．馬車に乗り、登っては下ったが、全体として山
を通っだジメンタル峡谷にある村を2つか3つ通過した、ますます絵のよ
うに美しくなっていった．小さな村ヴァイセンブルク（Weissenburg）へ．谷
の麓はとても絵のように美しかった，こ二の峡谷は非常に狭いが、急斜面の
牧草地が両側の丘に見える，右側の丘はニーセン山系（Niesen）、左側はストッ
クホルン山系（Stockhorn）と呼ばれている、
　ヴァイセンブルクで朝食，12フランもした！！再び我々の1：0itu〃・iel・（御者）
が、vo／α〃・s（泥棒）と断言した　ヴァイセンブルクを1時半に出発しトゥー
ンに向かう。5時間一道は、依然として、峡谷の左側の下り坂に囲まれたと
ころにあった，峡谷はますます狭くなった、
　ラターバッハ（Lat｛erbach）とエアレンバッハ（Er］enbach）を通過した41一右
方に氷河の高峰により閉ざされたとてつもなく深い谷を見た一ニーデル・ジー
メン川（Nieder　Simme｝1）がその谷の間を青々と流れていた．：ニーセン山は、
トゥーン湖から5．S64フィート上にあった
　我々はいよいよ狭まる谷に向かって下りた，下方に繁茂した藪と、上方に
生えている松を通り、行く手の左側にある森の上の巨×な岩塊からなる雄大
な山道と、ニーセン山の下にある、我々の右側の丘の森を通り、ジンメタル
峡谷を押し分けて進んだ　そして我々の右側の森の中に、ニーセン山の麓に
あるヴィミス城（Chateau　of　Wimmis）を見た、
　樹木の茂った上り坂と、緑の平原の下を伸びる道から振り返ると、氷で覆
われた雄大なアルプスの景色が見えた：tニーセン山とユングフラウの隣にあ
るブルミス・アルブ（Blumis　Alp）だった・
　行く手の右側にある樹木の茂った小さな谷間を流れる川を離れた一トゥー
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ン湖の一部が見えた、高台を越え湿地帯にやって来た．／トゥーンは湿地帯の
少し一hにある．、アーレ川（Atir）“の河口、トゥーンはヴィミスから2リーグ．
5時15分にトゥーンに着いた、
　フレイホフ（Freyhoff）に泊まった．素晴らしい宿だった．アーレjllの岸に
出て、シャープのお勧めで、段庭のあるシャダウ城を見に行った一湖は綺麗
だった一アルプスは雲に隠れていた　ジメンタル峡谷の右方にストックホル
ンが見えた　城は整然としているが活き活きしていた。
　女性の漕ぎ手の舟に乗り、川を越え、宿に戻った，音楽学校によるコンサー
トを聞いた。×部屋で夕食を取った、
　この地域は、ジンメタル峡谷の河口とはまったく異なっていた。道を、い
い宿を、そして多くのイギリス人を見つけた．日記を書いて寝心地のよいベッ
ドで寝た、
40：ジメンタル峡谷（the　valley　of　Simmentllal）について、バイロンは何も書いていな
　　いが、ホブハウスは「絵のように美しい」峡谷を詳しく描いている、また彼は前
　　日の口記（20日）で次のように描写していた．
　　「ベルン州に入りジメンタル峡谷へ下りて行く一谷は再び狭くなる一右丁にある
　　山は雪でおおわれていた一牧草地は丘からあふれ出ていた一黒ずんだ田舎屋が
　　青々とした急坂に点在していた，一牛がいた．この地域はスイス・アルフ．スでも
　　もっとも豊かな州の一つだそうだ一チーズと羊毛が有名である」
41：シャダウ城は、トゥーン駅から歩いて20分ほどのところにある．ホブハウスは「ア
　　ルアスは雲に隠れていた」と書いているが、ここから眺めるアルプスは雄×で素
　　晴らしい＝
42：インターラーケンを挟んで西にトゥーン湖、東にブリエンツ湖があるが、トe、t一
　　ンは、トゥーン湖の西端にある町
43：地図の上では、トゥーンに向かうには、Erlenbachの次にLatterbachとなる．
441アーレ川は、全長295kmで、スイス最×の川，
6日且ユングフラウの麓に到着。氷河を見に行くと嵐がやって来た，馬⊥
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から雷鳴、稲妻、雷を見た・バイロンはそれを恐怖よりは「すべてが完壁で
美しい」と表現した．「筆舌に尽くしがたい一シュタウブバッハの滝も観察
する、ポブハウスもこの日は「あらゆるものに感嘆した」と記している。
Byron
　舟でトゥーンを出発3時間で湖の端から端まで走った一湖は小さい一が、
両岸は素晴らしい一岩が湖水の端に潜り込んでいる．
　ノイハウス（Neuhause）1”で下りる一インターラーケン（lnterlaken）を通過
一筆舌に尽くしがたい一あるいはこれまでの概念では表せない光景が続いた
一岩を過ぎた一碑文一2人の兄弟一一人がもう一方を殺した一ちょうどその
ことにぴったりの場所。
　たくさんの曲がりくねった道を通った後、巨大な岩石があるところにやっ
て来た一果物を抱えた少女一とてもかわいい一青い目一歯が素敵だ一とても
美しい一背が高いが容貌はよい一ファニーを思い出した一西洋梨を買った一
そして彼女の頬を軽くたたいた一その子の顔の表情はとても穏やかだった一
が、よかった一媚びを売るところはまったくなかった。
　山の麓に到着（ユングフラヴtt一つまり乙女）氷河一急流一これらの急流
の1つが900フィート落下しているのが見えた一牧師補の家に宿を取る一
峡谷を見に行った一雪崩が発生したのを聞いた一雷のようだった一氷河を見
た一巨大一嵐がやって来た一雷鳴一稲妻一電一すべてが完壁で一美しい．
　私は馬に乗っていた一ガイドは私のステッキを持つと言った一ステッキを
ガイドに渡そうとしたとき、それが剣のステッキなのを思い出した一そして
稲妻が彼の方に走るかも知れないと思った一それで自分で持っていた一ス
テッキとマントはかなり邪魔だった一御者にはステッキは重すぎたので一馬
はおろかだった一雷が轟くたびに立ち止まった、
　家の中に入った一あまり濡れなかった一マントは雨を通さなかった一ホブ
ハウスはずぶ濡れだった一ホブハウスは田舎家に避難した一使いを送った一
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傘一マント（私が到着したとき牧師補の家から一）彼の後を追わせて一スイ
ス人の牧師補の家一実によい一たいていのイギリスの牧師館よりずっとよい
一牧師補の家は私が話した急流のすぐ反対側にある、
磯達
　　　　　　　　　　　　　9，”？e　i’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　急流が岩の上にカーブ状に流れている“一風の中でなびく白馬の尾のよう
に一黙示録に登場する死が乗っている「青白い馬」の尾を想像するだろう一
それは霧でもなければ水でもない、両者の何かなのだ一計り知れない高さ
（900フィート）によって波となっている一曲線一こちらでは拡散一あちら
では凝結一驚くべきことだ一筆舌に尽くしがたい一全体的に見て一今日の旅
は今のどの旅よりもよかった，
Hobhouse
　陸路で馬を送った。朝食を取った。舟に乗って湖の奥付近にあるノイハウ
スに向かった一道路だと5リーグ、｛舟だ813リーグだと計算したのだった
　8時半出発rl2時にノイハウスに到着一素晴らしい舟の旅だった、ブル
ミス・アルプ、ユングフラウ、そしてさらに2つの高峰を見た、最初はっき
りと。流れる白い雲が、山の低いところにたなびいていた，ニーセンとストッ
222 鈴木雅光
クホルンの山頂は見えなかった
　我々は左岸を離れず進んで行った一樹木だらけで、進むにつれて、いっそ
う高く険しくなっていき、やがて湖水の端に切り込んでいる岩となった．そ
して雲が頂までかかり脅曲している山一それを見ると、外見がばリシャの｝
ウトライウ（Utraikee）を思い出した．
　ノイハウスの1軒家一⊥陸した一即座にドイツ製の1頭立ての荷馬車を買
わないかと中し出があった，荷馬車を1つ買い、ジョーゼフに早く来るよう
にと伝言を残し、インターラーケンとウンターセン（Unterseen）に向かった。
インターラーケンを見回した，何度も聞いたことがある名前だった。この地
峡は、平らで非常に青々とした牧草地と、樹木の茂った高い山の間にある果
樹園からなっている／tしかしゲゼナイ峡谷にはかなわない、と我々は思った。
　インターラーケンはウンターセンの郊外のようなところにあり、やや大き
な町であるが、宿は反対側のブリエンツの近くにあった。
　ウンターセンの川を渡った．3リーグ半進んで、ラウターブルンネン
（Lauterbrunnen）へ．／樹木の生い茂った岩だらけの大きな洞窟を通った。洞
窟は空へ広がり、ユングフラウの氷と雪の絶壁に、前が閉ざされているので、
ラウターブルンネンまでの全行程は、筆舌に尽くしがたいものであった一人
里離れた地域へ進むにつれて、我々はあらゆるものに感嘆した一明らかに上
の険しい岩山から落ちてきたと思われる大きな石が、道をほとんどふさいで
いた、その石に取り付けられた鉄製のプレートを見た。兄弟による兄弟の虐
殺を追悼する文が書かれていた［t
　ラウターブルンネンにあるたった一つの宿は、若い紳士や淑女で混んで
いた、赤いチョッキを着た馬丁がいた。馬丁はここはあまりイギリスに似
ていないと言った。彼はそう言いながら、シュタウブバッハの滝（Staubbach
waterfall）を見た．滝は宿の右方真向かいにあり、900フィートの垂直に切
り立った断崖を、勢いよく流れ落ちていた一
　　　　　　　　ゆ　　　　　　　■　　　■　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　’　　　　
　我々はその滝のちょうど反対側にある牧師の家に宿泊した、夕食前にガイ
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ドとバイロンの馬とで、峡谷を下って滝にやって来た／：滝は割れ日の下で、
ユングフラウの麓の下にある小さな池の中にごうごうとなっていた．峡谷は
氷河で塞がっていた　そしてちょうどここで両側の岩塊は、まるで真っ二つ
に引き裂かれたように、かなり高いところから垂直に切断されていた　左は
フネンフル（Hunnenflue）、右はブレッツベルク（Pletschberg）と呼ばれていた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　我々は、稲妻と響き渡る雷鴫をともなった凄まじい夕立の中を、牧師館に
戻った、私は田舎屋の軒下に雨宿りの場所を探した　雨にも家の中の百姓の
いずれにも、もてなしを受けなかった，ここの人たちは旅行者慣れしていた
びしょ濡れだった．着替えて夕食を取った，牧師が同席した．
　牧師の家の宿はすべてが快適だった。少なくとも良い部屋が2つあった一
客は費用を払うのだ。ジョーゼフが宿代を聞くと26フランと言われた．そ
れは割安だった一ぐっすり眠ったT
45：ノイハウスは、ベルン州インターラーケンの西方のトゥーン湖畔にある
46：ユングフラウ（Jungfrau）は、ベルナー・オーバーランドニ山の一つで4、158mの
　　高峰．Jung＝young，　frau＝maiden
47：急流とは滝のことである一インy一ラーケンから11キロのユングフラウ地方に
　　あり、氷河がU字谷の地形を作っている一この辺りは（同日のH記にホブハウ
　　スが地名を書いているが）ラウターブルンネン地方と言われ、絶壁から滝が70
　　以トも流れ落ちている．、バイロンが言う「青白い馬の尾」の急流とは、ボブハウ
　　スが描写しているように、このU字谷にあるもっとも有名なシュタウブバソハ
　　の滝の渥布のことである．ゲーテもこの滝について感動し「水の上の精霊の歌」
　　を詠んでいる，
